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教
育
委
員
会
は
、
新
し
く
「
井い

伊い

家け

伝で
ん

来ら
い

甲か
っ

冑
ち
ゅ
う

類る
い

」
を
市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま

し
た
。

「
井
伊
家
伝
来
甲
冑
類
」
は
、
旧
彦
根
藩
主

井
伊
家
に
伝
来
し
た
、
歴
代
藩
主
が
使
用
し
た

具ぐ

足そ
く

（
鎧よ

ろ
い

や
冑

か
ぶ
と

）
を
中
心
と
し
た
当と

う

世せ
い

具ぐ

足そ
く

（
近
世
に
制
作
さ
れ
た
も
の
）
類
で
、
総
数
は

81
点
に
及
び
ま
す
。
ま
た
、「
井
伊
の
赤あ

か

備ぞ
な

え
」

と
言
わ
れ
る
歴
代
藩
主
の
赤
具
足
が
、
５
代
直な

お

通み
ち

と
14
代
直な

お

憲の
り

を
除
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
当
時
の
名
工
で
あ
っ
た
明

み
ょ
う

珍ち
ん

家
や

早
乙
女

さ

お

と

め

家
な
ど
の
制
作
者
銘
が
あ
る
具
足
の
ほ

か
、
銘
や
形
態
か
ら
室
町
時
代
の
制
作
と
分
か

る
冑
な
ど
も
伝
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

小こ

袴ば
か
ま

、
上う

わ

帯お
び

、
足
袋
な
ど
や
、
鞭む

ち

、
指さ

し

物も
の

、

采さ
い

配は
い

な
ど
が
付
属
品
と
し
て
残
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
甲
冑
の

歴
史
を
示
す
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

今
回
の
指
定
で
、
市
指
定
文
化
財
は
合
計
52

件
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
◯　26　
５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　26　
５
８
９

９
番

近
年
の
生
活
様
式
の
急
激
な
変
化
な
ど
の

影
響
で
、
古
く
か
ら
日
常
的
に
使
わ
れ
て
き

た
生
活
用
具
（
民
具
）
が
急
速
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
の
生
活

の
様
子
を
今
に
伝
え
る
有
形
民
俗
文
化
財
と

し
て
、
今
や
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
文
化

財
を
保
存
し
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら

は
、
衣
類
や
洗
濯
用
具
な
ど
の
生
活
道
具
や

看
板
、
の
れ
ん
な
ど
商
業
に
使
用
さ
れ
た
道

具
を
中
心
に
調
査
・
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
民
具
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

使
わ
な
く
な
っ
た
生
活
用
具
な
ど
の
寄
贈
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
と
き
は
、
左
記
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
◯　26　
５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

☎
◯　26　
５
８
９
９
番

発売中

『彦根・
明治の古地図』

『新修
彦根市史』

明治初頭の
むらの様子が
浮かび上がる

市域南部の旧葉枝見村、
旧稲枝村、旧稲村、旧
安
やす

水
みず

村（旧亀山村）の
絵図を収録

市域中部の旧川瀬村、
旧日夏村、旧磯田村、
旧南

みなみ

青
あお

柳
やぎ

村、旧福
ふく

満
みつ

村、
旧高宮村、旧千

ち

本
もと

村の
絵図を収録

市域北部の旧鳥居本村、
旧青

あお

波
なみ

村、旧北青柳村、
旧彦根町の絵図を収録
頒布価格 各2,000円

（税込み）

史料で時代が
見えてくる

頒布価格 各5,000円
（税込み）

今
回
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
具
足
の
一
つ
、
紅べ
に

糸い
と

威
お
ど
し

段だ
ん

替が
え

二に

枚ま
い

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

問い合わせ先 教育委員会市史編さん室（市
民会館２階）☎27-3544、FAX27-3554、
ホームページ http://edu.city.hikone.shiga.jp

第5回　新年の行事と食文化

日本とブラジル、新年の過ごし方
皆さん、こんにちは。このあいだ新年がスタートしたな
と思っていたら、もう２月になりました。皆さんは、お正
月はどのように過ごされましたか。
日本のお正月というと、家族そろっておせち料理や雑煮
を食べたり、初詣

はつもうで

にいったりするイメージが浮かびます。
年賀状を受け取るのも楽しみのひとつですね。日本のお正
月には、どこかゆっくりと、落ち着いた雰囲気を感じます。
私も今年は、家族みんなで、そのような日本のお正月を満
喫しました。
一方、ブラジルの新年は、街のあちこちから聞こえて来
る、新年を祝うカトリック教会の鐘の音で始まります。そ
の後、家族や友人たちが集まって、家や海岸でパーティー
を開きます。みんなでわいわい楽しく過ごすのが、ブラジ
ル人のお正月の過ごし方です。若い人のなかには、一晩中
踊りあかしたり、浜辺で花火を上げる人もいます。

着物と日本食
私は､このようなブラジルスタイルのお正月も好きです
が、落ち着いた雰囲気の日本のお正月も大好きです。私だ
けでなく、日本に住む日系２世、３世といったブラジル人
の中にも、日本の風習に触れ、その素晴らしさに感動する
人がたくさんいます。
たとえば、「成人の日」がそうです。20歳になって、大
人の仲間入りをする、この記念すべき日に、日本の女性の
多くが振りそでを着ます。この振りそでは、私も含めたブ
ラジル人女性の眼にとても魅力的に映ります。20歳を迎
える人だけでなく、日本で暮らす外国人女性の多くが、振

りそでに代表される着物を、
一度は着てみたいと思って
いるようです。実際、今年
１月に、外国の人で、ボラ
ンティア団体から提供して
いただいた着物を着る体験
をした人がいました。彼女
たちは初めて着物を着て、
とても感動していました。
私は今年のお正月は、料
理の本を見ながら、自分な
りにお節料理やお雑煮、お
汁粉などを作りました。見
た目も味つけも、日本人で

ある母には、なかなか近づけませんが、家族にはとても好
評でした。
現在は、ブラジルでも日本食がブームとなっています。
すし、さしみ、納豆、豆腐などは、低カロリーで、健康に
もよいため、ブラジル人の食卓にもよく登場します。食習
慣が違うので、初めは日本食に違和感を感じるブラジル人
もいますが、一度食べてみると、日本食ファンになる人も
多いようです。また、見た目の美しさも、外国人が日本食
を好きになる理由の一つだと私は思います。

ブラジル料理って？
ブラジル料理の多くは、油っこく、こってりとしていま
す。また、ブラジル人は肉が大好きなことでも有名です。
CHURRASCO
シ ュ ハ ス コ

と呼ばれる、串に刺したお肉をご存知でし
ょうか。ブラジルの代表的な料理でもあるCHURRASCO

シ ュ ハ ス コ

は、もともとGAUCHO
ガ ウ シ ョ

（ブラジル南部のカウボーイ）た
ちに親しまれていた料理で、今ではブラジル全土で食べら
れています。ブラジルでは、どのようなときでも焼いた肉
が食卓にあがり、家庭の食
卓から、結婚式や誕生日に
いたるまでどんなときにも
登場します。このほか、
ARROZ
ア ホ ス

（炒めたご飯）、
FEIJAO
フ ェ ジ ョ ン

（塩味の煮豆にソ
ーセージや燻

くん

製
せい

の肉を入れ
たもの）、SALADA

サ ラ ダ

（さま
ざまなサラダ）といったブ
ラジルの代表的な料理は食
卓に欠かせません。食後に
は必ずCAFEZINHO

カ フ ェ ジ ー ニ ョ

（コー
ヒー）が出ます。

ブラジルに残る日本の文化
私の両親を含め、かつてブラジルに移住した日系人の多
くは、このようなブラジルの食習慣に戸惑いを覚えたはず
です。しかし、彼らはそれを受け入れ、一方で日本の文化
もしっかりと残しました。私の故郷であるイボチ市では、
今でも日系人が集まって、お正月に臼

うす

と杵
きね

でお餅
もち

をつく習
慣が残っています。日本でも、最近では餅つき器を使うこ
とが多いと聞きましたが、地球の裏側のブラジルで、自分
たちの母国の文化を伝えているということに、私は大変感
動します。
最近は、彦根市内でも、ブラジル料理を味わえる店があ
り、在日ブラジル人も故郷の味を楽しむことができます。
彼らは祖国の味を一番好みますが、日本料理にもその良さ
を認めはじめています。他国の食べ物を食べることは、そ
の国の文化に触れたり、歴史を感じることができ、とても
素晴らしいことです。皆さんもぜひ、機会があれば、ブラ
ジル料理をご賞味ください。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

代表的なブラジル料理、手

前左がFEIJAO
フ ェ ジ ョ ン

着物を着たノグチ・ロザリヨ

さんと子どものゆりこさん


